
議 事 録 

会 議 名 令和７年度 第１回 学校運営協議会 

（以下、敬称略） 

日 付 令和７年４月１６日 時 間 ９時３0分～１１時００分 

場 所 第 1会議室 記 載 者 事務 関根 

欠 席 者 3名 

議 題  

決定事項  

内 容 

１． 会長選任 → 田中健一会長 

 

２． 開会の言葉 （教頭） 

 

３． あいさつ   （校長） 

不登校なしで学校をスタートできている。皆様のご協力に感謝しています。 

 

４． 自己紹介 （名簿順） 

 

５． 学校経営方針説明  （校長、資料を基に説明） 

・ 内外テクノスからの校歌４番寄贈。市広報に掲載予定。 

・ サマースクール三角小や大井西中卒業生への参加者拡大 

・ グランドデザイン、学校経営案についての説明 

・ 各学年で教科担任制を進める。教材研究の時間削減、複数で学年全体を見る。 

 

６． 令和７年度学校行事計画について  （主幹） 

・ 日課表について （R７年度音楽会後は午後４０分授業を実施。技能系の家庭科、図

工、体育、音楽は午後の時間割に入れない） 

・ 年間行事予定について（変更点：西原子ども祭りを７月１１日へ移動した。修学旅行を１

学期に実施、林間学校を２学期に実施） 

・ 水泳学習について（外部での水泳指導＠ルネサンス新所沢、毎週火曜日計４回） 

・ にしるん会議日程確認 （５月１４日（三校合同＠三角小学校）、６月１２日、９月２５日、 

１０月 11 日運動会後、１０月２9 日（三校合同）、１１月７日（校内音楽会後）、１２月１１日、

２月６日） 

  （質疑応答） （委員）：水泳学習について、水泳学習時の監視体制について、複数の目で確

認する体制ができているのか？ 



  →（主幹）：ルネサンス新所沢のインストラクターが教員と同時に水泳指導に当たるため、追加

の監視員の依頼は行っていない。 

 

７． 熟議「学力向上のためににしるん委員としてできること」 

  学力向上、特に国語の「書くこと」が課題。書く前に、読む力が不足している。学校で何ができ

るかを円卓ホワイトボードを利用して３グループに分かれて話し合い。（20分間） 

（委員）：サマースクールの最終日を利用して漢字検定を実施するのはどうか。受検料をPTAが

負担してもらえたら保護者の負担もなくありがたい。チャレンジ精神を養えればいいのではない

か。賞状等形に残るものをもらえたら子どもも意欲がわくのではないか。今の子どもたちは本を

読む量が少ないという課題もあるのではないか。 

（委員）：タブレットを利用すれば、友人と協力して学習を進めることができるのではないか。 

（主幹）：6年生でも子どもは賞状をもらうとうれしい。西原小の児童は協力し合うことが好き。い

いアイデアをありがとうございます。 

（委員）：私のグループでは子ども、家庭双方の課題について協議した。親を巻き込む取り組み

が必要という意見が出た。子どもに声をかけるよう、行事に参加するよう、保護者にどういうふう

に働きかけていくか。保護者の考えについて、やりたくてもやれないのか、やる自覚がないのか、

そのあたりを掘り起こしていく必要があるのではないのか。 

（委員）：今すぐに行動に移せるものとして、特に高学年児童の読み聞かせへの参加を要請した

い。図書委員がいるなら、図書委員が低学年向けの読み聞かせをすればいいのではないか。自

分がおすすめする本を要約してまとめておすすめする活動もいいのではないか。自分のことを

話したい児童も多いため、サマースクール後に円になって順番に自分のことを話す機会を作れ

ばいいのではないか。 

（委員）：私は個人的に新聞づくりが好きだが、書く訓練としてはどうか。 

（主幹）：全員ができるわけではないが、１つのアイデアとしていいのではないか。 

（委員）：親がやっていると絵や小説をまねして書くのではないか。手書きの訓練になるのでは。 

（主幹）：たくさんのアイデアをありがとうございます。書くことへのヒントをたくさんいただきまし

た。 

    

８．閉会の言葉 （教頭） 

（ここで終了時刻） 

次回予定 令和７年５月１４日（水） １０時３０分～  ＠三角小学校 さんかくルーム 

 


